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蒲郡からノーベル賞受賞者を

　蒲郡少年少女発明クラブ
指導員

橋 本 孝 明

　筆者は昭和20年、当時の宝飯郡蒲郡町大字清田
に生まれ、自然豊かな環境を飛び回って子ども時代
を過ごしたが、昭和39年高校卒業と同時に、家族
と名古屋に引っ越したため、平成12年に蒲郡に転
居帰郷するまで、故郷を離れることになった人間で
ある。
　大学卒業、大学院修了後は大学に残り、大学教員
となったが、大学教員の役割は、学生の教育、専門
分野の研究、社会貢献という大きな3本柱であると
考えている。
　故郷蒲郡に設置されて日も浅い愛知技術短期大学
に、平成元年４月に転職してからは、社会貢献活動
は特に重要と考え、同僚教職員有志と共に、蒲郡市
及び近隣の小学校、図書館、公民館などから依頼の
あった科学、理科、工作教室に積極的に関わること
にしてきた。
　中でも大きなものは、平成19年７月設立の蒲郡
少年少女発明クラブに関係したことである。当時の
教育長平岩尚文氏（筆者の中学高校の同級生）と関
係者の尽力で設立されたクラブである。刈谷市と豊
田市の少年少女発明クラブを見学して、蒲郡ではこ
のような運営は到底不可能ということで、「子ども
たちの科学技術の芽を育てる」という目標を掲げ、
「蒲郡からノーベル賞受賞者を！」をスローガンに
して、テーマ選定と資材準備については、担当指導
者にすべてまかせるという方式を採用して、15年
以上経過している。愛知県内他クラブと異なる方式
と思われるが、市民やクラブOB、OGの加わった広
範な指導員各位の熱意のおかげで、掲げた目標に対
する寄与は十分果たされているものと考えている。
　クラブの成果のいくつかとして、平成23年２月、

現在の愛・地球博記念公園で開催された「知恵と
技・こども競技大会」で、当日課題第２位、令和元
年11月、トヨタ産業技術記念館で開催された「あ
いち少年少女創意工夫展2019」で、形原小学校６
年壁谷裕美華さんが振興賞を受賞、令和５年11月、
セントレア・愛知県国際展示場で開催された「チャ
レンジコンテスト全国大会」に出場して、南部小学
校５年岩沢京花さんと南部小学校５年児玉美織さん
が、奨励賞を受賞したことなどが挙げられる。毎年
何人かのクラブ員が指導員と協力して、各種大会に
積極的に応募参加した努力の結果の一端である。
　筆者が約50年前に大学で研究していた時代と比
べて、科学技術を取り巻く範囲が広がり、変化速度
も速く、完全において行かれそうな状況である。特
にコンピュータ関連技術の急速な変革には眼が回り
そうな状態である。
　このような状況下にあっても、蒲郡少年少女発明
クラブでは、できる限り、⑴身近な現象事物に着目
し、⑵身のまわりの材料と道具を利用してのテーマ
選定と運営に心がけたいと考えている。クラブで経
験した内容を、家族や友達と再現したり、検討した
りしてもらいたいと願うからである。

　近年では、イギリスで開発された手のひらコン
ピュータ「マイクロビット」を導入して、自分の作っ
たプログラムによって機械を動かす面白さや、スク
ラッチという世界中で人気の高い、誰でも扱えるプ
ログラミング言語でゲームを作るテーマも取り入れ
ている。
　日本でも、案外身近なところでノーベル賞受賞者
が出ており、今後も「蒲郡からノーベル賞受賞者
を！」をかけ声にして、子どもたちの科学技術の芽
を育てる活動に、老骨にムチ打って邁進したい。
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三味線教室
　６月２日、９日、16日の３回に分けて、杵屋和三園

（きねやわさその）さんの指導で、三味線教室を大塚公
民館で行いました。参加者４人と少しさみしい応募で
したが、一昨年とは全く別の人たちで、三味線や撥（ば
ち）の持ち方から始め、「さくらさくら」「黒田節」を
演奏できるまでになりました。
　来てくれた人には、教室の連絡先を渡して、今後も
三味線を続けてもらうよう依頼しました。

水墨画教室
　6月１日、８日、15日、29日と４回に分けて
水墨画部会の運営委員である佐野孝子さんの指
導で、水墨画教室を行いました。毎回10分程度
の筆使いの練習を行ってから実作にとりかかり
ました。毛筆の使い方が上手になり、４回目に
はそれぞれ作品として仕上がりました。

令和６年度県文連東三河部芸能大会　７月７日　於：新城市文化会館小ホール

　異常に暑くなった今年の夏、新城市で東三河部芸能
大会が開催されました。12時半より県文連副会長の天
野雅夫様の主催者挨拶で開会式典が始まりました。こ
の芸能大会は東三河の５市１町が集まり行われるもの
で、各市町より最大５人の来賓招待があるのですが、
蒲郡からは副市長はじめ５人全員の出席があり、開会

式典の壇上は蒲郡が会場かと思われるほどで、後日新城市文化協会からお礼がきました。
　最初は新城能楽社による「祭礼能」から始まり、一気に芸能大会らしさが演出されました。次に蒲郡の番
で、舞踊部会の三喜流藤菊会と西川流鯉清会が出演しました。三喜流藤菊会はお子さんによる日本舞踊３曲

をかわいらしく踊りました。西川流鯉清会は、日本の四季、春夏秋冬を４曲それぞれ踊り、各季節を日本舞
踊で表現しました。以降は設楽町の「オカリーナ森の音」、豊川市の「ハーラウ　フラ　オ　カプアノホマー
リエ（フラダンス）」、豊橋市の「浅香乃流美よし会（新舞踊）」、田原市の「左門流恵勢会（日本舞踊）」、新
城市の「新城吹奏楽団」で幕を閉じました。
　余談になりますが、４月に東三河連絡協議会があり、東三河と西三河を合併すべきかという話し合いがあ
りましたが、東三河の５市１町は全員一致でこのまま東三河として運営していくということになりました。
この芸能大会も東三河の結束の固さが感じられるものとなりました。



-3-

初心者のためのミニ講座　＜干支の正月飾り＞　市民会館
和紙ちぎり絵教室　材料代　700円
　11月27日㈬  大会議室
　12月  4日㈬  中会議室
　どちらも午前10時～12時

木彫り教室　　　　材料代　500円
　11月27日㈬  大会議室
　12月  4日㈬  中会議室
　どちらも午後１時30分～４時

月例茶会
左：平井宗昌　裏千家　６月９日

時々雨が降る天候でしたが、それでも
90人の来客がありました。

右：板倉宗真　表千家　７月７日
最高気温34℃の酷暑の中、90人の来客
がありました。七夕＋水辺の涼しげな趣
向で楽しんで頂きました。

【法人・団体】　　60団体　85口
蒲郡信用金庫 10口
蒲郡市農業協同組合 5口
石原内科 2口
㈱オダ看板工芸社 2口
蒲郡国際交流協会 2口
蒲郡ロータリークラブ 2口
㈱サンジュ堂印刷 2口
つげ耳鼻咽喉科医院 2口
Dきんばら 2口
東海自動車工業㈱ 2口
㈱ニデック 2口
俳誌三河会 2口
㈱ピーアンドピー 2口
㈱平野屋 2口
いーはとぶ会
伊吹嶺蒲郡句会
伊吹嶺リラ句会
大塚印刷㈱
額縁工房ぶわん
菓子司新月
菓子司梅月園六花
菓子司両口屋
形原詩民クラブ
蒲郡雅楽倶楽部
蒲郡吟友会
蒲郡相撲甚句
蒲郡川柳会
蒲郡マリンライオンズクラブ
蒲郡民謡会
蒲郡ライオンズクラブ
菊園製菓舗

琴修会
さざなみ会
笹野バレエ
三和コーポレーション田中瑞穂
JAレディース
塩津竹吟会
塩津民謡歌クラブ
静里句会
三味線ゑんの会
杉江電設㈱
㈱鈴木文具
筝曲部会
たおるや㈾山正タオル
遠鹿見句会
とらや製菓
西浦公民館俳句会
日曜句会
俳誌三河火曜会
㈲花豊
花水木短歌会
ヒカリ・レンタル㈱
ひじり・水曜会
㈱佛源
文協短歌教室
宝生流西宝会
ポプラ矯正歯科
松山歯科医院
民舞
木曜会

【個人】　　　　　　62名　66口
稲吉　初美　2口 鈴木八重子
坂部　　傑　2口 鈴木　　寧
鈴木　康祐　2口 千賀　幸子
竹内　慶星　2口 千賀　充能
青山　義明 高橋　信夫
浅井　彗雲 竹内　滋泰
芦刈　純奈 竹内　宗綏
新井　信行 立岩　宣宏
石川　貴裕 中野　香余
板倉　宗真 中野　宗恵
市川美智子 中村　　達
伊藤　享佑 新実　祥悟
井野　佐登 西川　味里
大須賀　林 野々山明子
大竹　翠葉 羽田喜久司
大場　康議 八田　寿人
大山　敬子 服部　正昭
尾﨑八重子     花柳家登紀
小田二三枝 林　　正夫
小田　芳園 早瀬　恵雲
壁谷　桔華 平井　宗昌
鎌田　篤司 藤田　裕喜
木村君多香 藤田　芳子
近藤　向華 洞田　正子
佐久間祥煙 松井　晨翠
杉浦　英鳳 丸山寿津江
杉浦　　才 三浦千恵子
杉田　翠風 三喜　藤菊
鈴木　宗和 山口　芳靖
鈴木　将浩 喚田　孝博
鈴木美耶子
鈴木　睦子

令和６年度特別会員　　（50 音順・敬称略・１口の場合口数省略）

● ● ● 会 員 ピ ア ザ ● ● ●

※二講座とも　定員20名
※締め切り 11月13日（水曜日）

参加してみませんか
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市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−5509）
月例茶会　　席主：竹内　宗綏（表千家）  12月 8日㈰

図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）
読み聞かせボランティア養成講座 10月29日㈫・11月5日㈫
読書週間イベント 10月27日㈰～11月 9日㈯
写真集団「雲」作品展 11月  1日㈮～11月10日㈰
英文多読ひろば 11月10日㈰・12月 8日㈰・  1月12日㈰
内藤勲の似顔絵ッセイ展パート29 11月13日㈬～11月27日㈬
福寿稲荷ごりやく市　図書ブース 11月24日㈰
あいち県民の日 11月27日㈬
ボードゲームで遊ぼう！ 12月  1日㈰
海のコト、何でも学べる！三谷水産高校展 12月  7日㈯～12月19日㈭
図書館クリスマス会 12月15日㈰
新春企画展   1月  4日㈯～

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）
蒲郡市制70周年記念企画展「蒲郡の“市"宝　文化財指定絵画展」 10月19日㈯～12月  1日㈰
企画展関連講演会「長存寺所蔵＜承安五節絵屏風＞について」 10月26日㈯
戦国武将スタンプラリー 11月  5日㈯～11月27日㈰
ぐにゃぐにゃ凧をつくろう 12月  3日㈯～12月18日㈰

「すべらない砂」合格のお守り配布 12月20日㈬～12月24日㈰
昔の遊びコーナー   1月  5日㈯～  1月26日㈰

市 民 文 化 祭 の ご 案 内市 民 文 化 祭 の ご 案 内
＊展示関係は9時半（菊花展は9時・
　書道・工芸展は10時）～17時（最終日は16時まで）

＊10時～17時 （最終日は16時まで）

文化財めぐり　　　11月20日㈬　滋賀　近江神宮と紫式部ゆかりの石山寺を訪ねる
【参 加 費】　10,000円　　（拝観料・昼食代含む）
【申込締切】　10月28日㈪　直接文協事務局へ、又は往復はがきにて　参加費は後日納入 

協賛：蒲郡っ子作品展　令和７年１月24日㈮～26日㈰ 博物館ギャラリー

開 会 式
11/1㈮
10時～
中ホール

菊 花 展

俳 句 会

11/1㈮～3㈰
大ホールロビー

11/23（土・祝） 受付12時～
大会議室

水 墨 画 展
11/15㈮～17㈰

絵 画 展
11/22㈮～24㈰

写 真 展
11/1㈮～4（月・祝）

芸能発表会
11/2㈯  10時～17時
11/3㈰ 10時～17時

中ホール

書道展・工芸展

水 石 展

11/1㈮～4（月・祝）
東ホール

11/16㈯・17㈰
中会議室

11/3㈰13時～16時
東会議室

11/16㈯・17㈰
東ホール

11/3㈰ 10時～15時
大会議室・三興庵

洋楽発表会
11/17㈰

13時半～16時半
大ホール

短 歌 会

華 道 展

筝曲演奏会
11/23（土・祝）
10時～17時
中ホール

市 民 茶 会


